
地域ケア推進会議　報告書

1.開催日時 (木)

2.会場

3.主催センター ・ ・

4.参加人数

7 人 1 人

1 人） 3 人

人 人 人

人 人 3 人

（ 障がい者支援センター　1人　障がい者施設　1人 ）

6.開催テーマ

8.会議の内容

9.課題に対する対応策・
今後の地域での展開

10.その他

忠生1 忠生2

１．前回の振り返り
　・講話直後は「自助・共助の備え」の意識が高まるが、時間の経過とともに実行に移す
    ことは難しいとの意見が複数でた。
２．本会議について（日時・場所・参加者・開催方法・グループワーク内容・役割等）
　・本会議日程：3/16（土）14：00～16：00　場所:忠生市民センターホール
　・開催方法：　集合・傍聴参加としてオンライン配信あり
　・講師：市防災課　井上氏、西村内科　西村先生
  ・会議内容：講話とグループワーク。
　・講話内容：「防災講話・発災時の医療について」。また医療面でも「自助・共助」の備え
    ができるよう医師の講話。
　・グループワークについて：メンバー構成：多職種（施設・障がい・在宅サービス・地域住
    民
　　内容：講話の感想や実状含めて各々ができる「自助の備え」に関する取組について、
    施設間や施設と地域住民間で「共助」に向け何ができるのかの意見交換後、グループ
    からの発表。
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5.参加者内訳

人　　　（うち、医師

支え合いの町忠生「災害と感染症の中での私たちの暮らし」

（１）課題設定の背景

医療と介護の連携支援センター 確認日 12月27日

（２）検討した地域課題

7.地域課題

災害時に行政の支援が届かないであろう72時間を、地域住民がどのように行動した
ら生活を継続できるのか。

本会議に向けて、日程、会場、開催方法、内容が決定。次回企画会では本会議に向
けて内容の確認、本会議までの細かなスケジューリングと当日のタイムテーブル、
役割分担の検討を行う。

災害時の自助への備えについて、先駆的な取り組みを行っている町内会もあること
がわかったが、全体的に見るとまだまだ自助に関する意識が低い現状がある。災害
時には救急・消防・警察も来ることができないことを想定し、自分の命は自分で守る
意識を高める必要がある。

オンライン開催

提出日 2023年12月22日

【医療・介護連携に関する場合のみ】

作成
高齢者支援センター 忠生第1

作成者 神成　泰行

2023年12月14日 18:00 ～ 19:00

高齢者支援センター

介護事業者

行政町内会自治会

老人会 住民

警察

民生委員

医療関係者

医療と介護の連携支援センター

その他
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